
　

本
誌
12
月
号
に　
「
災
害
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に

や
っ
て
く
る
」
の
中
で
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
推
進

を
書
い
た
が
、
す
ぐ
元
日
能
登
半
島
地
震
、

新
聞
に
も
書
か
れ
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の

重
要
性
を
認
識
さ
れ
た
方
も
あ
り
、
行
政
に

よ
っ
て
は
設
置
補
助
金
の
出
る
地
も
あ
る
。
神

戸
地
震
で
活
躍
し
た
カ
ド
ニ
カ
常
備
灯
も
再

確
認
し
て
頂
き
た
い
。

　

関
ヶ
原
合
戦
が
起
っ
た
1
6
0
0
年
頃
、

三
重
県
伊
勢
を
拠
点
に
し
て
い
た
商
人
の
間

で
最
初
の
お
札
と
さ
れ
る
「
山
田
羽は

が
き書
」
が

流
通
。
貨
幣
の
代
わ
り
に
金
額
を
書
き
預
り

手
形
と
し
て
発
行
し
た
も
の
が
、
現
在
の
お

札
の
形
と
は
異
な
り
お
ふ
だ
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
た
と
（
ウ
ェ
ブ
検
索
）。

　

今
年
刷
新
さ
れ
る
紙
幣
の
5
千
円
札
に
津

田
梅
子
が
起
用
さ
れ
た
。

た
め
筑
紫
に
お
も
む
い
た
が
、
仲
哀
天
皇
が

急
死
し
翌
年
新
羅
征
討
の
た
め
に
出
征
し
、

新
羅
王
を
服
属
さ
せ
て
帰
還
。
勇
ま
し
い
鎧

姿
の
絵
が
お
な
じ
み
。
筑
紫
で
後
の
応
神
天

皇
を
出
産
し
大
和
へ
凱
旋
す
る
途
上
、
麛か

ご
さ
か坂

王
、
忍
熊
王
が
叛
乱
し
難
波
に
上
陸
し
た
皇

后
の
軍
は
、
反
乱
軍
を
鎮
圧
し
て
皇
后
は
皇

太
后
と
な
り
、
摂
政
と
し
て
69
年
に
及
び
没

し
た
と
日
本
書
紀
に
あ
る
が
、
神
功
皇
后
の

伝
承
を
そ
の
ま
ま
信
頼
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
と
人
名
事
典
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

日
本
書
紀
や
古
事
記
な
ど
は
後
年
書
か
れ

た
も
の
で
事
実
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一

朝
事
あ
る
時
に
は
女
性
も
雄
雄
し
く
立
ち
上

が
れ
と
、
勇
ま
し
い
姿
が
手
本
と
さ
れ
た
の

は
確
か
。
こ
の
姿
が
紙
幣
日
本
女
性
第
1
号

と
な
っ
た
の
で
す
。

と
で
し
ょ
う
。

　

故
エ
リ
ザ
ベ
ス
2
世
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
じ
め

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
バ
ハ
マ
、
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
イ
ギ
リ
ス
連

邦
加
盟
国
の
紙
幣
に
印
刷
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
2
0
1
6
年
元
奴
隷
で

奴
隷
解
放
運
動
家
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
タ
ブ
マ
ン
が

女
性
第
1
号
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
、
女
性
画
家
フ
リ
ー
ダ
ー
・

カ
ー
ロ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
男
女
が
起

用
さ
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
映
画
女
優
グ
レ

タ
・
ガ
ル
ボ
な
ど
3
人
。
田
中
絹
代
、
美
空

ひ
ば
り
は
起
用
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
ど
こ

の
国
も
国
王
や
大
統
領
な
ど
男
性
中
心
で
す
。

　

日
本
女
性
第
1
号
の
神
功
皇
后
は
、
仲
哀

2
年
皇
后
と
な
り
、
仲
哀
8
年
熊
襲
平
定
の

　

明
治
10
年
初
の
洋
式
紙
幣
発
行
。
コ
イ
ン

か
ら
紙
幣
に
変
更
す
る
時
、
東
京
都
北
区
の

渋
沢
栄
一
氏
の
洋
紙
製
造
工
場
の
洋
紙
が
い
い

と
、
北
区
造
幣
局
が
作
ら
れ
貨
幣
の
ほ
か
切

手
な
ど
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
14
年
か
ら
肖
像
が
描
か
れ
た
の
は
贋

作
対
策
か
ら
。
対
策
に
は
ヒ
ゲ
が
必
要
と
、

日
本
経
済
先
覚
者
渋
沢
氏
が
や
っ
と
今
年
登

場
は
、
渋
沢
さ
ん
に
ヒ
ゲ
が
無
か
っ
た
か
ら
。

　

女
性
第
1
号　

神
功
皇
后

　

日
本
の
紙
幣
女
性
第
1
号
は
神じ

ん
ぐ
う功

皇
后
。

14
代
仲
哀
天
皇
の
皇
后
、
以
降
全
部
で
18
人

の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
女
性
は
神
功

皇
后
、
樋
口
一
葉
と
今
回
の
津
田
梅
子
の
3

人
の
み
。
こ
こ
で
も
男
性
重
用
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
男
性
2
人
、
女
性
1
人
起
用
と
な
る
こ

日
本
史
を
彩
っ
た
女
性
た
ち
第
二
回講

談
師　

一
龍
斎
貞
花  

紙
幣
に
な
っ
た
女
性
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特
色
あ
る
塾
風
を
つ
く
っ
た
。「
何
も
わ
か
ら

ぬ
女
の
子
を
異
国
に
送
る
な
ん
て
、
親
は
鬼

に
違
い
な
い
」
と
梅
子
の
両
親
は
非
難
さ
れ

た
と
い
う
が
、
こ
の
親
も
素
晴
ら
し
い
。
ア
メ

リ
カ
で
英
語
、
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
マ

ス
タ
ー
、
数
学
、
物
理
学
、
天
文
学
も
学
び

11
歳
で
帰
国
し
た
が
、
日
本
語
を
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
た
と
、
一
緒
に
渡
米
し
た
瓜
生
繁

子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
は
日
本
語
で
覚
え
て
い
た

の
は
「
猫
」
一
語
だ
っ
た
と
。
築
地
で
外
国
人

に
日
本
語
通
訳
を
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
面
白

い
話
も
。
日
本
女
子
教
育
の
先
覚
者
、
素
晴

ら
し
い
女
性
代
表
な
れ
ば
こ
そ
紙
幣
第
3
号

に
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
津
田
塾
生
の
間
に

今
も
梅
子
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
申

し
ま
す
。

　

数
年
後
新
紙
幣
に
起
用
さ
れ
る
女
性
は
誰

で
し
ょ
う
。
楽
し
み
で
す
。

　

第
2
号　

樋
口
一
葉

　

樋
口
一
葉
は
、
1
5
2
年
前
の
明
治
5
年

3
月
東
京
府
士
族
、
元
幕
臣
樋
口
家
の
二
女

と
し
て
今
の
千
代
田
区
内
幸
町
で
誕
生
。
父

の
則
義
は
新
政
府
の
官
員
様
の
か
た
わ
ら
、

土
地
の
世
話
や
高
利
貸
し
を
し
て
金
を
た
め
、

一
葉
の
生
涯
の
な
か
で
最
も
幸
福
な
時
代
で

貧
乏
ど
こ
ろ
か
裕
福
な
家
庭
。
兄
が
そ
の
頃

発
刊
さ
れ
た
読
売
新
聞
を
読
む
の
を
聴
い
て

い
て
二
歳
の
な
つ
（
一
葉
）
が
そ
っ
く
り
真
似

て
言
う
の
で
廻
り
の
者
が
驚
く
ほ
ど
。
七
歳

の
時
に
は
、
英
雄
豪
傑
伝
や
任
侠
伝
を
好
ん

で
読
み
、
七
歳
で
南
総
里
見
八
犬
伝
を
読
破

し
た
ほ
ど
の
天
才
ぶ
り
。
士
族
の
株
ほ
し
さ

に
夏
目
家
が
倅
漱
石
と
見
合
い
を
、
結
婚
し

て
い
た
ら
作
家
夫
婦
と
な
っ
た
か
も
。

　

私
立
小
学
校
高
等
科
を
一
番
の
成
績
で
卒

業
、
し
か
し
母
親
は
「
女
子
は
学
問
よ
り
裁

縫
、
料
理
が
大
切
」
と
、
器
量
が
い
い
と
い

え
な
い
娘
を
早
く
結
婚
さ
せ
よ
う
と
考
え
た

が
、
な
つ
は
上
の
学
校
で
勉
強
で
き
な
い
の
が

死
ぬ
ほ
ど
悲
し
い
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

中
島
歌
子
の
歌
塾
に
弟
子
入
り
し
頭
角
を

現
す
も
の
の
、
上
流
階
級
子
女
多
く
ひ
け
目

を
感
じ
ま
す
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
家
督
を

継
い
だ
長
男
23
歳
で
急
死
、
父
は
事
業
に
失

敗
し
か
く
し
て
樋
口
家
は
貧
乏
の
底
に
突
き

落
さ
れ
家
長
と
な
っ
た
な
つ
は
、
本
郷
菊
坂
に

移
り
母
の
着
物
の
仕
立
て
を
し
な
が
ら
小
説

を
書
き
は
じ
め
、
そ
の
後
下
谷
龍
泉
寺
で
駄

菓
子
屋
を
開
き
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
の
仕

入
れ
、
利
益
は
わ
ず
か
。
そ
ん
な
中
で
師
匠

で
あ
り
恋
人
で
あ
る
半な

か
ら
い井

桃
水
に
師
事
、
桃

水
31
歳
、
一
葉
19
歳
。
一
葉
に
目
を
か
け
世
に

出
す
た
め
の
出
版
社
ま
で
設
立
。
し
か
し
真

剣
な
恋
も
噂
に
な
り
わ
ず
か
1
年
で
終
わ
り
。

生
活
苦
か
ら
桃
水
に
毎
月
15
円
の
援
助
を
う

け
、
さ
ら
に
イ
ン
チ
キ
占
い
師
久
佐
賀
に
借

金
を
頼
む
や
、「
妻
に
な
る
な
ら
金
を
出
し
て

や
る
」
と
毎
月
15
円
の
手
当
を
。
日
記
の
中

で
清
純
な
処
女
と
書
い
て
い
ま
す
が
、「
に
ご

り
え
」
の
む
せ
る
よ
う
な
お
力
の
人
柄
。
未

完
の
「
裏
紫
」
は
姦
通
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お

り
、
矢
張
り
身
を
ま
か
せ
た
経
験
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
書
け
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
が

さ
れ
て
い
ま
す
。「
た
け
く
ら
べ
」
を
書
い
た

龍
泉
寺
か
ら
本
郷
丸
山
福
山
町
に
移
っ
た
頃

か
ら
小
説
が
高
く
評
価
さ
れ
、
一
葉
の
家
に

は
多
く
の
文
士
が
訪
れ
文
士
た
ち
の
サ
ロ
ン
の

よ
う
で
あ
っ
た
と
。

　

一
時
苦
し
さ
は
あ
っ
た
も
の
の
最
後
の
家
は

当
時
東
京
で
中
流
の
上
か
、
上
流
の
下
く
ら

い
の
人
が
住
む
家
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
貧
乏
作

家
を
強
調
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ

ず
か
6
年
間
の
小
学
校
教
育
を
受
け
た
だ
け

で
20
歳
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
、
代
表
作
「
に
ご

り
え
」
の
流
麗
な
文
章
は
詩
人
を
お
も
わ
せ

る
も
の
が
あ
り
、
達
筆
で
文
学
的
教
養
に
優

れ
た
正
に
天
才
で
し
た
。
明
治
29
年
11
月
23

日
24
歳
の
若
さ
で
肺
結
核
の
た
め
亡
く
な
り
、

お
墓
は
杉
並
の
和
田
堀
廟
所
。
20
歳
か
ら
わ

ず
か
4
年
間
に
、「
た
け
く
ら
べ
」「
に
ご
り
え
」

「
十
三
夜
」「
大
つ
ご
も
り
」
を
発
表
、
ス
ト

レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
が
あ
っ
て
永
生
き
し
て
い
た

ら
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。
一
葉
記
念
館
か
ら
依

頼
さ
れ
「
大
つ
ご
も
り
」
を
口
演
。

　

第
３
号　

津
田
梅
子

　

津
田
梅
子
は
江
戸
牛
込
に
生
れ
、
数
え
年

8
歳
の
時
大
山
捨
松
（
大
山
巌
と
結
婚
し
社

交
界
の
花
形
に
）
等
と
5
人
で
日
本
最
初
女

子
留
学
生
と
し
て
渡
米
、
小
学
・
女
学
校
を

卒
業
、
そ
の
間
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。
帰
国

後
華
族
女
学
校
に
奉
職
後
再
び
ア
メ
リ
カ
の

大
学
に
留
学
。
1
8
9
8
年
万
国
婦
人
連
合

大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
、
明
治
33
年

（
1
9
0
0
）
私
立
津
田
女
子
英
学
塾
大
を

設
立
し
、
女
子
高
等
専
門
教
育
の
発
展
に
尽

力
、
こ
と
に
英
語
教
育
、
個
性
尊
重
教
育
は
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